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研究成果の概要（和文）： わが国において高齢者の介護を担う家族介護者と介護施設職員に対する質問紙調査を実施
した。その結果、介護者のQOLは国民標準値より有意に低いことが確認された。また、介護負担感がQOLを低下させる要
因であり、介護施設職員においては、職務満足度が高い者ほど介護負担感が低いことが認められた。さらに、口腔ケア
への意欲が高い者ほどQOL、セルフエスティームが高く、介護負担感が低いことが認められた。
 これらのことから、介護者が口腔ケアの意欲を持つことがQOL向上の要因となる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： We carried out a questionnaire survey to family caregivers and nursing care staff
s of the elderly in Japan. As a result, it was identified that QOL of caregivers was significantly lower t
han the Japanese standared value.  Analysis revealed that the care burden was a factor that decreases thei
r QOL, and the nursing care staffs with high job satisfaction had lighter care burde.  In addition, caregi
vers with high willingness to oral care had higher QOL, higher self-esteem and lighter care burden was obs
erved.
 From these reslts, a possibility that willingness to oral care is the cause of improving QOL was suggeste
d.
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１．研究開始当初の背景 
近年、わが国の高齢者人口は急速に増加し、
それに伴って、要介護高齢者の数も増加の一
途をたどっている。厚生労働省によると 2025 
年には要介護高齢者が 520 万人を超えると
推計されている。今日の日本の高齢者福祉政
策の中軸は介護保険制度であり、その目的は
ケアが必要な高齢者の自立と尊厳をサポー
トすることである。高齢者の尊厳を考える時、
介護者との関係を抜きにしては論じられな
い。ケアは介護される人間と介護する人間と
の相互行為であるから、双方の QOL が保た
れることが重要である。要介護高齢者の在宅
介護において家族介護者の果たす役割は大
きく、その負担の大きさが介護者の QOL を
低下させているという報告がある。 
介護保険創設の目的の 1 つに家族介護者の
介護負担の軽減が挙げられている。これは、
家族介護者の QOL の低下を防ぎ、要介護者
を含めたより良い家族生活の実現を保障す
ることにもつながっている。その実現のため
には、介護において家族と社会がそれぞれの
役割と機能を分担し、責任を持ち続けること
が必要である。在宅要介護高齢者が安定した
生活を継続させるには、要介護者への支援サ
ービスばかりではなく、家族介護者の介護負
担の軽減や QOL の向上にも配慮した支援サ
ービスが望まれる。 
一方、高齢者福祉施設への入所を希望する
本人・家族は多く、入所待機者が急増してい
る。現在、高齢者介護施設において疲労や精
神的ストレスの多さから施設職員の QOL が
損なわれていることが報告されている。また、
介護職の離職率は他職種と比較して高い。介
護の担い手不足によって介護者の負担感が
さらに高まり、それが要介護高齢者への対応
におよび、結果として、要介護高齢者の QOL
の低下にもつながりかねない状況にある。 
2025 年にはいわゆる「団塊世代」が 75 歳、
後期高齢者となることから、専門職としての
介護職の需要が拡大することが予想される。
介護職の人材を確保するためには、待遇改善
とともに、介護職の専門性を向上し、介護職
員が職務満足感をもって上質な介護を提供
できるように支援する方法の検討が必要と
kanngaeru  
。 

 
２．研究の目的 
我々は、要介護高齢者の QOL を維持・向

上するためには、介護する側の QOL を高め
る必要があるという前提のもとに、「介護者
が自らの口腔内に対する関心を持ち、ケアす
ることがセルフエスティームを高め、それに
よって QOL が向上する」という仮説を設定
した（図１）。また、これまでの調査は特定
地域、あるいは特定施設を対象としたものが
多く、その結果を一般化することは困難であ
ると考えられた。このようなことから、我々
は統計学的に有意なサンプリング方法を用

いて調査し、その結果を行動学的観点から分
析することとした。 
研究の第一段階では「家族介護者と介護施

設職員の QOL の実態把握」、「QOL と介護負
担感、セルフエスティーム、職務満足度の関
連性の確認」をし、第二段階で、「口腔ケア
への意欲をもつことによって、介護者の QOL
が向上する可能性」を検討することを目的と
した。 

 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 研究仮説のフローチャート 

 
３．研究の方法 
 本調査は対象者に対する倫理的配慮に万
全を期するように企画し、岩手医科大学歯学
部倫理委員会の審査・承認を得た後に、調査
を開始した。調査データの分析には IBM 
SPSS Statistics 19.0 を用いた。 
(1)家族介護者を対象とした調査 
 平成 23 年 9 月 15 日から平成 23 年 12 月 15
日、家族介護者を対象とした質問紙調査を実
施した。 
質問項目は、要介護者および主たる介護者

の基本情報（性、年齢、要介護度、家族構成）、 
疾病の有無、家庭での介護状況、利用してい
る介護サービス、主たる介護者の生活環境、
日常生活状況、介護者の QOL、介護負担感、
セルフエスティーム等とした。介護者の包括
的健康関連 QOL は SF-8、口腔関連 QOL は
GOHAI、介護負担感は多次元介護負担尺度
（BIC-11）、セルフエスティームは Rosenberg
のセルフエスティーム尺度を用いてそれぞ
れ評価した。 
質問紙送付数は分析方法を考慮し、許容誤

差率 5％、回収率 60％で決定し、6,242 通と
した。質問紙は返信用封筒と共に岩手県内の
全居宅介護支援事業所、地域包括支援センタ
ー宛（417 カ所）に発送し、要介護度別に各
2 名の介護者を無作為に抽出し、配布するよ
う依頼した。質問紙はケア・マネージャーが
介護計画策定時に調査説明書とともに介護
者に配布し、次回訪問時に回収用封筒に封を
した状態で回収した。 
(2)介護施設職員を対象とした調査 
 平成 24 年 8 月 1 日から 11 月 30 日、岩手
県内の老人介護施設職員を対象として「介護
施設職員の健康と QOL に関するアンケート」
調査を実施した。調査に先立ち岩手県社会福
祉協議会高齢者福祉協議会、岩手県認知症高
齢者グループホーム協会役員会、岩手県介護
老人保健施設協会に対して調査の趣旨を説
明し、高齢者介護施設への質問紙調査実施の
同意を得たのち、岩手県内の全老人介護施設



（介護老人保健施設、介護老人福祉施設、グ
ループホーム、特定施設、介護療養型医療施
設）に対して調査への協力を依頼し、承諾が
得られた施設に質問紙を送付した。 
質問項目は、職種・経験年数、勤務時間、

夜勤日数、健康状態、健康習慣、生活環境・
日常生活状況、入所者の口腔ケアに対する考
え、職務満足度、介護負担感、QOL、セルフ
エスティーム、等とした。介護施設職員の包
括的健康関連 QOL は SF-8、口腔関連 QOL は
GOHAI、職務満足度は介護職を対象とした堀
田の職務満足度尺度、介護負担感は Maslach
と Jackson のバーンアウト尺度、セルフエス
ティームは Rosenberg のセルフエスティーム
尺度を用いてそれぞれ評価した。 
(3)家族介護者、介護施設職員から得た自由回
答の分析 
 家族介護者および介護施設職員から得た
質問紙に記載された自由回答をデジタルデ
ータ化し、Text Analytics for Surveys Japanese 
4.0 を用いて、テキストマイニングによる形
態素分析で頻出語を抽出し、QOL、介護負担
感、セルフエスティームとの関連を分析した。 
(4)家族介護者の居住地と QOL、介護負担感、
セルフエスティームの関連 
 回答者を居住地域から、東日本大震災によ
る津波に被災した沿岸（571 名）と内陸（1,783
名）の 2 群に分類し、介護者の居住地域と
QOL、介護負担感、セルフエスティームの関
連を分析した。 
 
４．研究成果 
(1)家族介護者を対象とした調査 
①対象者 
質問紙を発送した 417 施設のうち 237 施設

から回答を得た（回収率：56.8％）。回答施設
は岩手県内の全市町村（33 市町村）に分布し
ていた。回収した質問紙は 2,358 通（男性：
437 名、女性：1,903 名、未記入：27 名）で
あり、必要サンプル数をほぼ満たした。 
介護者の平均年齢は 62.91 歳±11.07 歳（男

性 ：66.7± 12.5 歳、 女性：62.0± 10.5 歳）
であった。要介護者との続柄で最も多かった
のは「嫁」の 712 名、ついで「娘」の 551 名、
「妻」の 461 名の順であった。家族形態は 2
世代以上同居世帯が 1,818 名で最も多く、夫
婦のみの世帯が 522 名、ケアハウス等で独居
している者が 14 名であった。対象者が介護
している家族の要介護度は、要支援 1：228
名、要支援 2：266 名であり、要介護度 1 か
ら 5 までは、それぞれ、370 名、444 名、367
名、321 名、322 名であった。 
対象者のうち介護サービスを全く利用し

ていない者は 192 名で、1 種類利用している
者が 1,389 人と最も多かった。利用が最も多
かったのはデイサービス、ついで、ショート
ステイ、訪問ヘルプ、訪問入浴の順であった。 
②家族介護者の QOL、介護負担感、セルフエ
スティームの状況 
 介護者の SF-8 の身体的サマリスコア

（PCS）、精神的サマリスコア（MCS）の平均
値はそれぞれ、45.92±7.4、46.61±7.3、口腔
関連 QOL（GOHAI）の平均値は 52.6±7.8 で
あった。70 歳代以下の対象者 2,128 名のデー
タを抽出し、国民標準値と比較した結果、PCS、
MCS、GOHAI の平均値はともに国民基準値
より有意に低いことが認められた（p<0.01）。 
また、対象者の介護負担感（BCI-11）の平

均値は 15.98±7.9（男性：13.93±7.99、女性：
16.46±7.83）で，女性において有意に高かっ
た（p<0.01）。また、セルフエスティームの平
均値は、32.97±5.7（男性：33.77±5.51、女
性：32.78±5.73）で、男性の得点が高かった
（p<0.01）。 
③介護負担感に関わる要因 
 介護負担感と各指標の連関を検討した。
GOHAI 得点が正規分布を示さなかったため、
関連性の分析には Spearman の順位相関係数
を用いた。その結果、介護負担感（BIC-11）
と最も強い関連を示したのはMCSであり（ρ
＝-0.567）であり、PCS、GOHAI、セルフエ
スティーム（SES）とも負の相関を示し、介
護負担感が高いほど QOL、セルフエスティー
ムが低いことが認められた。また、セルフエ
スティームは MCS、PCS、GOHAI と正相関
を示し、自分自身を大切な存在であると認識
することとQOLの関連性が認められた（図2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 介護負担感、QOL、セルフエスティー
ムの関連 
 
④介護負担感を目的変数とした重回帰分析 
介護負担感に関わる要因を総合的に検討

するため、BIC-11 を目的変数としたステップ
ワイズ法による重回帰分析を行った。説明変
数は要介護者および介護者に関する基本情
報、生活環境、介護期間、介護サービスの利
用状況、セルフエスティーム、GOHAI、ソー
シャルサポート等に関する項目とした。
GOHAI 得点は正規分布しないことから、中
央値を基にして 2 分類し、ダミー変数として
分析に供した。また、介護負担感には性差が
認められたことから、性別による重み付けを
行って分析したところ、表 2 に示した 7 項目
が有意な項目として選択された (R=0.565、自
由度調整済み R2=0.369)。選択された項目には
多重共線性は認められなかった。 
口腔関連 QOL が高い、、セルフエスティー

ムが高いことや、家族や友人との関係満足度



が高い、友人や身内との交流頻度満足度が高
いなど、ソーシャルサポートが充実している
ことは介護負担感を軽減し、介護者に治療中
の疾患があること、要介護者の口臭が強いこ
と、要介護度が高いことは介護負担感を高く
する要因であることが認められた。 
 
表 2 介護負担感に関わる要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③口腔ケアへの意欲と QOL、介護負担感、セ
ルフエスティームの関連 
 口腔ケアへの意欲のアウトカムとして、歯
科の定期受診と歯磨きの回数を用い、介護者
の QOL、介護負担感との関連を検討した。歯
科の定期受診者のセルフエスティームは高
かったが（p<0.01）、PCS、MCS、介護負担感
には有意な差は認められなかった。また、
GOHAI は受診者で高かったが、有意差は認
められなかった。歯磨き回数に関しては、
MCS には有意な差は認められなかったが、1
日 3 回以上磨く者のセルフエスティーム、
PCS は高く(p<0.01)、介護負担感は低く、
GOHAI 高得点者の割合は高かった（p<0.05)。 
 
(2)介護施設職員を対象とした調査 
①回答者 
 岩手県内の 189 施設 4,809 名（平均年齢；
39.32±12.2 歳）の職員から回答を得た。対象
者の 37.5％（1,801 名）が介護老人福祉施設
に勤務し、介護老人保健施設には 34.6％
（1,666 名）、グループホームには 17.9％（861
名）が勤務していた（表 3）。就業形態別では、
常勤の正職員：3,183 名、フルタイムの臨時
職員：1,110 名が全体の 90％を占めていた。
対象者の 1 か月あたりの実労働時間の平均は
152.7 時間、夜勤日数は 3.5 日であった。 
 
表 3 対象者の年齢別職種（年齢記載者のみ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 対象者の 40.7％（1,954 名）が現在治療中
の病気を有し、歯科疾患：695 名が最も多く、

ついで、腰痛：584 名、肩こり：410 名の順
であった。 
②施設職員の QOL、職務満足度、介護負担感、
セルフエスティームの状況 
 介護施設職員の QOL を評価したところ、
精神的サマリスコア、身体的サマリスコア、
GOHAI スコアはそれぞれ、43.57±8.1、46.64
±7.6、52.77±7.2 であり、すべて国民標準値
より有意に低かった。 
 ついで、対象者の QOL、職務満足度、セル
フエスティーム、介護負担感を勤務施設ごと
に比較したところ、MSC、セルフエスティー
ムには勤務施設による有意差は認められな
かった。一方、PCS、職務満足度、個人的達
成感、GOHAI、緒的消耗感、脱人格化には施
設による差が認められ（p<0.0１)、PCS、職務
満足度、個人的達成感はグループホームで、
GOHAI は特定施設で最も高かった。また、
情緒的消耗感、脱人格化は介護療養型医療施
設で最も高かった（表４）。 
 
表 4 勤務施設別にみた介護施設職員の QOL、
職務満足度、セルフエスティーム、介護負担
感の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③介護施設職員の QOL、セルフエスティーム、
介護負担感、職務満足度の関連性 
 介護施設職員の QOL、セルフエスティーム、
介護負担感、職務満足度の連関を Spearman
の順位相関係数を用いて分析し、１％水準で
有意性が認められた項目間の相関係数を図 3
に示した。職務満足度は個人的達成感と強い
正の関連を示し、SF-8 の MSC、セルフエス
ティームとも正の相関を示した。職務満足度
が高い職員ほど介護負担感が低く、QOL、セ
ルフエスティームが高いことが認められた。
また、脱人格化、情緒的消耗感とは負の相関
を示し、職務満足度が高い者ほど介護負担感
が低い傾向にあることが示された。また、口
腔関連 QOL が高いほど全身の QOL が高く、
介護負担感が低いことが示された。 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 介護施設職員の QOL、セルフエスティ
ーム、介護負担感、職務満足度の関連性 
 
④施設職員の介護職継続意欲に関わる要因 
 対象者が介護職を継続する意欲は、「出来
るだけ続けたい：1,675 名、しばらく続けた
い：1,269 名、わからない：622 名、機会があ
れば他の仕事に変わりたい：727 名、ぜひ他
の仕事に変わりたい：149 名」であり、61.2％
に介護職継続の意欲があった。介護職継続意
欲と介護負担感、職務満足度の関連を Pearson
の相関係数を用いて分析したところ、職務満
足度とは正の相関（r=0.432）、介護負担感と
は負の相関（情緒的消耗：r=-0.469、脱人格
化：r=-0.483、個人的達成感：r=0.412）を示
し、介護負担感が高いほど介護職を継続する
意欲が低いことが認められた。介護職継続意
欲の有無によって対象者を２分（有：2,934
名、無：1,498 名）し、就業形態による差を
分析した。その結果、継続意欲が有る者の割
合は、常勤の正職員で 63.8％、フルタイムの
臨時職員で 70.3％、その他 72.5％であり、就
業形態間で有意な差が認められた（p<0.01）。
ついで、継続意欲の有無と QOL、セルフエス
ティームとの関わりを検討したところ、意欲
のある者は PCS、MCS、セルフエスティーム
が高かった（p＜0.01）。 
⑤職務満足度を目的変数とした重回帰分析 
介護職を継続する意欲は職務満足度と関

わることが報告されている。職務満足度に関
わる要因を総合的に検討するため、堀田の職
務満足度尺度を目的変数としたステップワ
イズ法による重回帰分析を行った。説明変数
は介護施設職員に関する基本情報、勤務時間、
夜勤日数、勤務施設等の環境要因、生活習慣、
セルフエスティーム、GOHAI、ソーシャルサ
ポート、健康観、入所者の口腔ケアに関する
意識等に関する項目とした。GOHAI 得点は
正規分布しないことから、中央値を基にして
2 分類し、ダミー変数として分析に供した。
また、職務満足度には就業形態による差が認
められたことから、就業形態による重み付け
を行って分析した。その結果、表 5 に示す 12
項目が選択された(R=0.715、自由度調整済み
R2=0.505)。選択された項目には多重共線性は
認められなかった。 
職務満足度と最も強い関わりを示したの

個人的達成感であり、次が脱人格化であった。

個人的達成感や研究会・研修会への参加意欲、
専門職としてのレベルの自己評価が高い、自
分の健康状態への関心が高い、ソーシャルサ
ポートがある、入所者への口腔ケアの重要性
を高く評価していることは職務満足度と正
の関連うぃ、脱人格化が進み、入所者の口腔
の手入れが難しいと感じていることは職務
満足度と負の関連を有すると認められた。 
 
表 5 職務満足度に関わる要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤口腔ケアへの意欲と QOL、介護負担感、セ
ルフエスティームの関連 
 口腔ケアへの意欲のアウトカムとして歯
科の定期受診と歯ブラシ以外の清掃用具の
使用を用い、介護者の QOL、介護負担感との
関連を検討した。歯科の定期受診者の職務満
足度、セルフエスティーム、個人的達成感は
高く、情緒的消耗感、脱人格化は低かった
（p<0.01）。また、MCS は高く（p<0.05）、
GOHAI は低かった（p<0.05）。PCS には有意
差は認められなかった。歯ブラシ以外の清掃
用具の使用者の職務満足度、セルフエスティ
ーム、個人的達成感は高く（p<0.01）、情緒的
消耗、脱人格化は低かった（p<0.05、p<0.01）。
MCS、PCS には有意差が認められず、GOHAI
は使用者で低かった（p<0.05）。 
(3)家族介護者、介護施設職員の自由回答に関
する分析 
 家族介護者調査からは、「困っている、介
護、イライラ、ストレス、不安、心配、大変」
等の不安に関する語が抽出された。自由回答
記載者の介護負担感は非記載者より高く
（p<0.01）、PCS、MCS、GOHAI は低かった
（p<0.01）。施設職員調査からは、「社会的、
身体的、精神的、仕事量、待遇、介護職、給
料が安い、やりがい」等の職務遂行に関わる
語が頻出語として抽出された。自由回答記載
者のセルフエスティーム、個人的達成感は非
記載者より高かったが（p<0.05）、PCS、MCS、
GOHAI は低かった（p<0.01）。また、介護負
担感（脱人格化、情緒的消耗）は高かった
（p<0.01）。職務満足度は記載者で高かったが、
有意な差は認められなかった。 
(4) 家族介護者の居住地と QOL、介護負担感、
セルフエスティームの関連 
 家族介護者を対象とした調査から得られ
たデータは岩手県内全市町村を網羅してい
た。回答者を居住地域から東日本大震災によ



る津波に被災した沿岸（571 名）と内陸（1,783
名）との 2 群に分類し、性差、年齢差がない
ことを確認した後、両群における介護負担感、
QOL、セルフエスティームの差を分析した。
その結果、介護負担感、MCS、GOHAI には
有意差は認められなかった。一方、PCS、セ
ルフエスティームは沿岸で有意に低かった
（p<0.01、p<0.05）。 
(5)研究の総括 
本研究の結果から、家族介護者、介護施設
職員の QOL が国民標準値より低いこと、介
護負担感が重いほど QOL が低いことが確認
された。また、介護施設職員においては職務
満足度が高いほど介護負担感が低いことが
示され、職務満足度は達成感やソーシャルサ
ポートによって高まることが確認された。 
また、介護負担感を軽減する要因としてソ
ーシャルサポートなどとともに口腔関連
QOL が抽出された。また、口腔関連 QOL は
セルフエスティームと関連性を示した。本調
査の結果、歯磨き回数が多い者、歯ブラシ以
外の用具を使用している者の口腔関連 QOL
は有意に高かったが、定期的歯科受診の有無
による有意差は認められなかった。このこと
から、口腔関連 QOL 向上のためにはプロフ
ェッショナルケアとセルフケアの双方が重
要であることが確認された。一方、要介護者
の口臭が強さが介護負担感を重くする可能
性が示された。本研究では要介護者の口臭の
測定は実施しなかったため、口臭強度の評価
は介護者の主観による。しかしながら、介護
者の評価は重視すべきであり、要介護者に対
する口腔ケアの重要性が示唆されたものと
考える。在宅介護においては介護保険制度に
おける居宅サービスの 1 つであるヘルパーに
よる口腔ケアの利用や、歯科医師、歯科衛生
士による訪問歯科診療の活用が家族介護者
の介護負担の軽減のために必要な方策のひ
とつであると考えられた。また、介護施設に
おいては、職務満足度を向上させる方策の一
つとして、口腔ケアの研修を充実させ、施設
職員が口腔ケアに負担を感じない環境づく
りをすることも有効であると考えられた。 
さらに、口腔関連 QOL とセルフエスティ

ームの関連性が示されたことから、自身の口
腔をケアすることが、口腔関連 QOL を高め
るのみならず、自分自身を大切な存在として
認識し、セルフエスティームを高め、結果と
して QOL が高まる可能性が確認された。 
これまで、介護者の QOL に関する調査研究
は、家族介護者、介護施設職員のいずれか一
方を対象として行われてきた。我々が要介護
高齢者の介護にかかわる問題はその担い手
である家族と介護施設職員の双方について
検討する必要があると考え調査を実施し、
QOL に関わる要因を比較検討したこと、また、
国際比較が可能な QOL 指標を用いた分析結
果を国際学会において発表し、多くの研究者
から高い評価を得たことは、本研究の大きな
成果であったと考える。さらに、介護の現場

において家族介護者、介護職員がどのような
セルフエスティームの状態であるかを確認
したことは、介護者の QOL を考えるうえで
意義があったと考えられる。人はセルフエス
ティームが高い状態にあるとき、物事を前向
きにとらえ、社会の中における自分の役割を
最大限に果たすことができる。また、相手の
立場を理解した上で尊重し、行動することが
できる。したがって、セルフエスティームを
高く保つことは、介護者の QOL を考える上
で重要な要因であると考えられた。 
以上のことから、介護負担感の軽減のため
にはソーシャルサポートが必要であること
が再確認され、同時に我々の仮説「介護者が
自らの口腔内に対する関心を持ち、ケアする
ことがセルフエスティームを高め、それによ
って QOL が向上する可能性」が検証された。 
今後の課題は自由回答の分析を進め、介護

の現場で家族介護者、施設職員が何を求め、
何を考えているかを確認し、それに対する答
えを出すための資料を完成することである。 
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